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令和元年12月４日　上島町弓削総合庁舎　議場にて全員出席で開催

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律に伴い、新たに会計年度任用職員という
形で、地方公務員法第22条第１項第２号の規定により採用される職員の給与に関する条例を整
備する必要性が生じた。

フルタイム会計年度任用職員とは、一般職員と同様の労働時間、週で38時間45分、勤務して
いる臨時職員のことを言う。現在働いている臨時職員の方の呼び方がこういう形に変わります。

フルタイムとは違い、週に何日、週に１日３時間、５時間等のパート勤務をしている臨時職
員がこのパートタイム会計年度任用職員となる。パートタイムの会計年度任用職員の場合は、
給料及び支給される手当が期末手当を除き、給料とか手当ではなく『報酬』という形で支払う
事になる。旅費については、費用の弁償という形で『費用弁償』という形で支払われる。

高度な専門的知識経験等を有する方や、一定の期間内にその業務の終了が見込める業務など
に対して、あらかじめ任期を定めたうえで採用する任期付職員の採用に関すること、給与の特
例に関することについて、定めるもの。

この条例に該当する職員が、
わが町に現在いるという事です

か。

この雇用の場合、任期は会計
年度、翌年度の３月いっぱいの

雇用形態になるのか。

今現在は、いません。町に必要な資格が必要に
なった場合とか、高度な知識を有する人を雇わな

いといけない場合、この任期付職員で雇用していく事
がある。

雇用の期間は、会計年度任用職員とは違い、あ
らかじめ設定し、通常であれば３年以内、最長で

５年以内という任期を定めて雇用をしていく形にな
る。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

【協議事項の主なもの】

令和元年　第６回全員協議会

「上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例」

「上島町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例」

「上島町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例」
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愛
媛
県
水
道
事
業
経
営
健
全
化
検
討
会
は
、
国
に
お
い
て
、
水

道
事
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
効
率
化
を
図
る
方
策
と
し
て

広
域
連
携
を
掲
げ
、
都
道
府
県
が
主
体
と
な
り
、
市
町
村
と
検
討

体
制
を
構
築
し
、
検
討
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
愛
媛
県
に

お
い
て
も
県
関
係
部
局
と
20
市
町
、
２
企
業
団
を
構
成
メ
ン
バ
ー

と
す
る
検
討
会
を
、平
成
28
年
度
に
設
置
し
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

県
内
に
は
22
水
道
事
業
体
が
あ
り
給
水
を
行
っ
て
お
り
、
課
題

と
し
て
、「
人
口
減
少
に
伴
う
水
需
要
の
減
少
」、「
施
設
の
老
朽

化
等
に
よ
る
更
新
需
要
の
増
大
」、「
職
員
数
の
減
少
等
」、「
災
害

へ
の
対
応
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
す
る
国

の
動
き
と
し
て
は
、
各
事
業
体
に
お
け
る
経
営
健
全
化
、
広
域
連

携
の
活
用
、
民
間
活
用
を
推
進
す
る
方
向
。

【報告事項の主なもの】

髙橋　典子　教育長
教育長を拝命しました髙橋 典子

でございます。就任して２週間余り
ですが、町内外方々からの上島町教
育に対する熱い思いや期待をひしひ
しと感じ、責任の重さを痛感してお
ります。言うまでもなく、子供は地
域の宝です。子供たちの笑顔や町民
の幸せを願って宮脇町長が進められ
ます施策や教育行政の推進に向けて
微力ではございますが、精一杯努め
させていただきます。議員の皆様の
温かいご指導を賜りますようお願い
申し上げ、簡単ではございますが、
ご挨拶とさせていただきます。どう
かよろしくお願いいたします。

12
月
11
日
の
本
会
議
に
お

い
て
予
算
決
算
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
「
議
案

第
１
５
１
号
か
ら
議
案
第

１
６
２
号
ま
で
の
補
正
予
算

案
12
件
」
に
つ
い
て
、
12
月

17
日
、
23
日
の
両
日
、
本
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
審
査
結
果
を
会
議
規

則
第
77
条
の
規
定
に
よ
り
下

記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会
審
査
報
告

委員長報告

１．審査事件名　補正予算案12件
・議案第151号　令和元年度上島町一般会計補正予算
・議案第152号～議案第162号　令和元年度上島町各特別会計補正予算

２．審 査 結 果
　議案第151号　「令和元年度上島町一般会計補正予算（第４号）」から議案第162
号「令和元年度上島町上水道事業会計補正予算（第１号）」までの補正予算案12件、
全て全会一致をもって原案のとおり可決するものと決定した。

３．主な審査事項（経過）
【審査の際に議論された事項等】

　今回の補正予算については、全般的に人件費関連であり、その他事業等の補正予
算についても今回特に意見は無かった。

「
愛
媛
県
水
道
事
業
経
営
健
全
化
検
討
会

検
討
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
」
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岩城橋の工事も順調に進んでおり、主塔の高さも100メートルを
超え、既に吊桁部分の施工に入っております。令和３年度中の完成
を目指して、予算獲得のためにさらなる努力を重ねているところで
あります。

レモンの産地化につきましては、苗木の成長も順調で、市場や関
係者からは「一日も早く出荷してほしい」と、そういう声がたくさ
ん寄せられております。ハウス栽培の導入による周年出荷体制づく
りにも取り組んでいきたいと考えておりますので、生産者の皆さん
のご協力をお願いしたいと思います。また、新規就農者による様々
な形での営農は、島の農業活性化に欠かせない視点となります。農
業を取り巻く環境が大きく変化していく中で、島という特殊な環境
を活かした持続可能な営農類型を打ち出していきたいと思います。

また、造船業では、これからますます深刻になる人材不足に対し
て、Uターンをはじめとする上島町関連人材の発掘と受け入れ態勢
の支援などに関連事業者とともに取り組んでいきたいと考えており
ます。また、企業誘致の新たな動きとして、ベネフィット・ワンな
どの開業も決まっており、サテライトオフィスなど、暮らしやすさ
を活かした産業の多様化も進めていければと考えております。

フェスパの運営につきましては、当初の施設整備と事業計画の内
容等に多くの不備な点が見い出されたため、それぞれの専門家にこ
れまでのデータを分析していただき、どのような改善策で臨むべき
かを取りまとめているところでございますので、まとまり次第報告
させていただきます。

行 政 報 告
令
和
元
年
12
月
11
日
～
23
日
開
催　

全
員
出
席

　
﹁
令
和
元
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算
﹂︵
議
案
第
１
５
１
号
︶・﹁
令
和
元
年
度
上
島
町
特
別
会
計
補
正
予
算
﹂︵
議
案
第
１
５
２
号
～
議
案

第
１
６
２
号
︶
及
び
条
例
の
一
部
改
正
案
等
を
審
議
し
た
結
果
、
23
議
案
全
て
原
案
可
決
。

　

発
議
第
１
号
、﹁
上
島
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
は
反
対
多
数
で
否
決
。

　

請
願
第
１
号
、﹁﹁
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
︵
見
直
し
︶﹂
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
書
﹂
は
反
対
多
数
で
不
採
択
。

【審議事項の主なもの】
議案第１４２号
　「上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例」

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律に伴い、フルタイム
会計年度任用職員の給与等に関する規定を整備する必要性が生じた。

反対討論
臨時職員の処遇が悪化する恐れがある。正職員の欠員が出たときの補充

として存在していたが、正規の雇用となり、正規職員を雇用せず、すべて
会計年度任用職員に置き換えることを正当化するものである。長年勤務し
ている高い能力を持った臨時職員の給料を抑えるものである。

12 月 定 例 会12 月 定 例 会
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【　議　員　発　議　】
発議第１号　「上島町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例」

提案者：議席１番　村上要二郎
【提案理由】

上島町議会議員の定数について、財政難等の理由により、議員定数削減を求める町民の声を受け、
経費削減、自主財源の確保に努めるために関係規定を整備する必要が生じた。

【改正案】
上島町議会議員の定数を定める条例の一部を「14人」を「12人」に改める。

【提案理由補足】
上島町において、基金が10数億円となり、再来年度には、当初予算が組めない可能性も考えら

れる。このような中、職員の人員管理計画や事業見直し、廃止事業の検討などに向けた取り組みが
始まっている。また、人口も合併時の平成16年には8,425人であったが、令和元年11月30日現在で
は6,775人となっており、1,650人も減少している。町民からは、「議員が多すぎる、議員は仕事をし
ていない」などの厳しい言葉をいただいている。このような厳しい状況の中で、議会改革は当然必
要であり、議員も自ら身を切ることが必要である。改選まで１年となり、これ以上先延ばしする事
はできない。賛成者の松原議員、土居議員、亀井議員、前田議員、林議員は自分の事だけではなく
町民の声を反映していただき、本当にありがたい。

賛成討論（林議員）
　・愛媛県松前町は人口29,000人に対して14人となっている。全国の平均が1,000人以上10,000人未

満で10.43人である。議員定数の削減をして財政の健全化に向けて議員も努力すべきである。

反対討論（大西議員、寺下議員、平山議員、濱田議員）
　・女性が立候補しにくい議員職の間口を絞るような定数削減をするべきではない。

　・議席は議員の個人のものではなく、住民自治である。議会議員は、住民とその将来を見据えた
論議をしていかなくてはならない。

　・「議員が仕事をしないんで、ようけいらんだろう」といったような意見を伺ったというふうに
聞くが、「議員が仕事してないから議員がいらん」のじゃなくて、「では、どうやって議員を仕
事させるか」という事を考えるのが仕事だと思う。

　・「議員が仕事しない」というんであれば、どうやって仕事する議員を選ぶか町民側の問題だと
思う。

　・経緯の不透明さ、議員の合意や意見集約といった一連の事がなかった。確かに、議員からは
「削減しよう」と、「したい」という話があったが、その場で止まっていた。

　　「この問題が悪い」と言っているわけじゃない。これは避けて通れない話であり、今期も来期
も誰がなっても議員削減や選挙区の問題とか避けて通れない問題である。そういう状況にある
中で、あえて私は反対の討論をするが、避けたいんじゃなく、協議していく気持ちは十分持っ
ている。今回は、唐突に出てきて賛成できない。
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議案
番号 議　　　案　　　名

議員名
（賛成者：○、反対者：×、地方自治法第117条による退場者：―）

審　議
結　果村　

上
林
大　

西

藏　

谷

寺　

下

檜　

垣

平　

山

濱　

田

前　

田

土　

居

池
本 
興

松　

原

亀　

井

池
本 

光

議　 案
第142号

上島町フルタイム会計年度任用職員の給与に
関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

賛成12人
可　決

議　 案
第143号

上島町パートタイム会計年度任用職員の報酬、
期末手当及び費用弁償に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成12人

可　決

議　 案
第144号

上島町一般職の任期付職員の採用及び給与の
特例に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成12人

可　決

議　 案
第145号

上島町人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第146号

単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準
を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第147号

上島町職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第148号 上島町斎場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第149号

上島町津波コミュニティアイランド条例の一
部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第150号 上島町駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第164号 上島町印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第163号

篠塚漁港東防波堤機能保全工事請負契約の一
部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第151号 令和元年度上島町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

全会一致
可　決

議　 案
第152号

令和元年度上島町国民健康保険事業会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第153号

令和元年度上島町国民健康保険診療所事業会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第154号

令和元年度上島町へき地出張診療所事業会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第155号

令和元年度上島町公共下水道事業会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第156号

令和元年度上島町ＣＡＴＶ事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第157号

令和元年度上島町介護保険事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第158号

令和元年度上島町介護サービス事業会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第159号

令和元年度上島町魚島船舶事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第160号

令和元年度上島町特別養護老人ホーム事業会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第161号

令和元年度上島町生名船舶事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

議　 案
第162号

令和元年度上島町上水道事業会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全会一致

可　決

発　 議
第１号

上島町議会議員の定数を定める条例の一部を
改正する条例 ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ○ ○ 賛成６人

否　決

請　 願
第１号

「所得税法第56条の廃止（見直し）」の意見書
採択を求める請願書 × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 賛成６人

不採択

令和元年　第４回　上島町議会定例会（令和元年12月11日・23日）

賛　否　表
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議員視察研修報告
報告者　池本　光章

11月６日に首相官邸・衆議院予算委員会視察、山本順三参議院議員と意見交換会を行い、
７日に箱根町において議長・石川栄氏、副議長・山田成宣氏、事務局長・岩田修一氏の方々
と意見交換をしてまいりました。

【６日　予算委員会等視察 】
①　首相官邸視察

ホワイエ（ロビー）官邸大ホール、官邸小ホール、記者会見室。
②　衆議院予算委員会視察（傍聴）

安倍総理、菅官房長並びに萩生田文部科学大臣に大臣辞任の責任追及の質疑、英語の民
間試験の延期についての質問等を傍聴。

③　山本順三参議院議員と意見交換会

【７日　箱根町議会視察 】
①　観光立町としての観光関係への取り組みについて

箱根DMOを設立。３千万弱の補助を受けている。職員はJTB、じゃらん、リクルート
の各社の社員を派遣してもらっている。その職員以外に町内の旅館や食堂の20代・30代
の若い子の手弁当での活躍がDMOを支えている。縄張り争い的なところがあるが、オ
ール箱根での展開が必要。

②　議員定数・報酬について
若い人のなり手がいない。報酬と定数とのバランスが難しい。

③　反問権の対応について
平成25年度に基本条例を制定。29年９月に「答弁に必要な範囲で反問することができる」
と改正した。（議会改革には必要）

④　議会だより音声版
録音サークルがボランティア活動で視覚障がい者登録６名の方にCDを配布。

その他、イノシシ対策・空き家対策・トライアルステイ（お試し居住）についてお話を聞
いてまいりました。地域おこしには議会、行政以外に地域住民の熱く強烈な思い込みがない
と難しいということを感じた研修でした。

箱根町議場にて
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一
次
産
業
振
興
に
つ
い
て

海
苔
、
魚
、
柑
橘
、
レ

モ
ン
ポ
ー
ク
な
ど
特
産
品

を
生
産
し
て
い
る
が
、
生
産
者

は
燃
料
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
経

営
に
苦
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、

作
業
の
難
し
さ
や
厳
し
さ
か
ら

担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

ど
の
様
な
政
策
を
も
っ
て
産
地

と
生
産
者
を
守
り
育
て
て
い
く

の
か
。

レ
モ
ン
苗
木
配
布
事
業

に
よ
り
、
６
千
本
の
苗
木

を
配
付
し
生
産
量
の
増
加
を
図

る
。
水
産
事
業
は
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
を
活
用
し
た
が
、
新

規
就
業
が
い
な
い
。
漁
場
産
地

づ
く
り
は
、
魚
礁
や
増
殖
礁
の

整
備
、
稚
魚
放
流
事
業
補
助
等

を
実
施
し
て
い
る
。
六
次
産
業

化
も
視
野
に
入
れ
、
農
・
漁
業

者
と
一
緒
に
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

の
発
掘
に
努
め
る
。

一
次
産
業
を
守
る
た
め

に
生
産
者
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
同
時

に
生
産
者
が
儲
か
る
政
策
等
、

上
島
町
独
自
の
事
業
の
展
開
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

ま
だ
眠
っ
て
い
る
も
の

が
沢
山
あ
る
。
後
は
売
り

方
次
第
で
あ
り
、
珍
し
い
商
品

を
欲
し
が
っ
て
い
る
消
費
者
ニ

ー
ズ
が
相
当
あ
る
。
そ
れ
ら
を

丁
寧
に
す
く
い
上
げ
売
り
込
ん

で
行
く
。

上
島
町
職
員
の

　
　

人
材
確
保
に
つ
い
て

９
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
町
長
よ
り
雇
用
の
見

直
し
を
図
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
特
別
な
資
格
や
能
力
の
高

い
方
は
年
齢
制
限
を
設
け
ず
職

員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

定
年
退
職
後
の
再
雇
用
職
員
で

能
力
の
あ
る
職
員
は
職
員
参
与

や
役
職
で
の
雇
用
延
長
を
検
討

し
な
い
の
か
。
前
回
の
一
般
質

問
で
、
人
員
削
減
を
お
願
い
し

た
が
、
人
員
は
削
減
さ
せ
な
が

ら
良
い
人
材
を
調
達
、
育
て
る

と
い
う
考
え
で
あ
る
。

資
格
が
必
要
な
職
種

は
、
人
材
確
保
に
は
苦
慮

し
て
い
る
。
年
齢
制
限
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
12
月
の
一
般
質

問
で
、
年
齢
制
限
を
無
く
す
方

向
で
考
え
た
い
と
回
答
し
て
い

る
。
正
職
員
の
職
種
に
よ
っ
て

は
年
齢
制
限
の
基
準
を
変
え
て

募
集
し
、
人
材
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
定
年
退
職
後
の
人
材

に
つ
い
て
、
県
や
市
で
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
有
資
格

者
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
努

め
る
。

ど
こ
の
課
も
人
が
足
り

な
い
と
聞
く
。
し
か
し
、

他
の
自
治
体
に
比
べ
人
数
は
足

り
て
い
る
。
出
来
る
人
が
足
り

て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

人
材
育
成
が
で
き
て
お
ら

ず
、
上
司
が
一
言
言
お
う
も
の

な
ら
す
ぐ
パ
ワ
ハ
ラ
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ
て
い

る
。
人
事
異
動
へ
の
不
満
や
上

司
が
気
に
入
ら
な
い
と
い
う
理

由
で
、
辞
め
る
と
い
う
職
員
が

い
る
が
、
異
動
を
引
き
出
す
た

め
の
カ
ー
ド
に
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
職
員

を
何
人
雇
っ
て
も
、
数
だ
け
増

え
て
ク
オ
リ
テ
ィ
は
低
下
し
予

算
は
膨
れ
上
が
る
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
で
あ
る
。
能
力
の
あ
る
職

員
は
管
理
職
で
残
し
、
５
年
間

は
新
規
採
用
職
員
を
極
力
減
ら

し
て
み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

人
材
不
足
に
よ
り
、
行
政
運
営

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
他

市
町
と
の
連
携
や
合
併
は
検
討

し
な
い
の
か
。

合
併
以
降
、
正
規
職
員

を
減
ら
し
な
が
ら
臨
時
職

員
を
増
や
し
て
い
く
流
れ
が
あ

り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
難
し
か

っ
た
。
今
い
る
優
秀
な
人
材
、

そ
の
能
力
を
継
承
す
る
意
味

で
、
大
切
な
提
案
で
あ
り
、
う

ま
く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
に
は

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

質答

答

質質 答

質

答

　令和元年12月11日に開会された第４回定例議会では、８名の

議員が一般質問を行った。答弁に関しては、理事者側答弁という

ことで答弁者の個人名は省略しています。

※一般質問掲載文書につきましては、各議員が編集しております。

村
上
要
二
郎 

議
員

一般質問
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合
併
は
大
袈
裟
だ
が
、

人
材
が
確
保
で
き
な
い
場

合
、
そ
の
様
な
事
態
に
な
る
事

は
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
ベ
テ
ラ

ン
職
員
の
方
々
の
ジ
レ
ン
マ
は

十
分
に
理
解
し
て
い
る
が
、
人

材
育
成
と
人
材
確
保
に
向
け
て

職
員
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

特
別
会
計
事
業
に
係
る

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

特
別
会
計
事
業
に
お
い

て
、
一
般
会
計
よ
り
多
額

の
繰
出
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
。
繰
出
金
を
減
ら
す
に
は
、

経
営
や
料
金
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
。
生
活
に
必
要
の
な
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の
自
主
放

送
の
中
止
、
生
名
船
舶
、
老
人

ホ
ー
ム
事
業
の
民
間
移
管
、
上

下
水
道
事
業
の
包
括
契
約
、
そ

の
他
事
業
の
町
内
業
者
へ
の
委

託
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
支
出
を
削
減
す
る
の

か
、
使
用
料
等
の
見
直
し
は
行

わ
な
い
の
か
。

そ
の
他
の
特
別
会
計
は

現
在
の
運
営
方
法
は
適
切

だ
と
考
え
て
い
る
。
民
間
へ
の

委
託
は
内
容
を
精
査
の
う
え
、

広
く
門
戸
を
開
い
て
委
託
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
包
括
契

約
や
委
託
の
提
案
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
の
委
託
が
可

能
か
精
査
す
る
。
使
用
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
必
要
な
も
の

は
見
直
し
作
業
を
進
め
る
。

ほ
と
ん
ど
の
事
業
で
料

金
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

な
い
、
国
の
指
針
で
は
３
年
か

ら
５
年
を
目
途
に
見
直
し
が
必

要
と
あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
の
目
的
は
、
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
が
困
難
な
離
島
の
難
視
聴

対
策
で
あ
る
。
現
在
、
加
入
率

は
82
．
５
％
に
留
ま
っ
て
お

り
、
２
割
は
見
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
財
政
難
の
状
況
で
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
一
番
に
必
要

性
を
疑
う
。
人
件
費
だ
け
で
約

３
０
０
０
万
円
、
そ
の
う
え
高

級
な
機
材
を
買
い
続
け
る
事
を

考
え
る
と
外
部
発
注
す
れ
ば

２
０
０
０
万
円
程
度
の
費
用
が

浮
く
。
自
主
放
送
の
見
直
し
は

行
わ
な
い
の
か

自
主
放
送
に
つ
い
て
、

住
民
の
生
活
の
た
め
に
、

活
用
を
図
る
事
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
町
民
に
魅
力
あ

る
番
組
を
届
け
ら
れ
る
様
努
め

る
。
大
き
な
地
方
公
共
団
体
で

は
民
間
業
者
が
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
運

営
し
て
い
る
。
開
局
当
初
に
比

べ
て
撮
影
能
力
や
編
集
能
力
の

体
制
が
整
っ
て
い
る
。
評
価
が

広
が
れ
ば
加
入
率
も
増
え
、
使

用
料
等
の
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と

思
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
予
算
を

60
億
円
台
に
す
る
と
言
っ

た
が
旅
費
や
事
務
費
を
削
っ

た
と
こ
ろ
で
何
億
円
も
削
減

は
で
き
な
い
、
自
主
放
送
を

見
直
せ
ば
、
管
理
費
だ
け
で

１
０
０
０
万
円
以
上
削
減
に
な

り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
職
員

を
人
事
異
動
す
れ
ば
経
費
と
人

件
費
が
削
減
可
能
に
な
る
。
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
採
用
し
た
２

名
の
職
員
も
一
般
行
政
職
に
回

し
て
い
る
か
ら
で
き
な
い
事
は

な
い
。
少
な
い
予
算
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
人
や
お
金
を
回
す

か
、
大
鉈
を
振
る
い
経
費
削
減

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
人
員
に
つ

い
て
、
今
の
業
務
を
ス
リ

ム
化
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
。
う
ち
３
名
は
専
属
で
雇
用

し
て
お
り
、
専
門
職
と
い
う
扱

い
。
人
員
削
減
で
き
る
か
検
討

す
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

農
業
環
境
の

　

整
備
・
改
善
を
求
め
る

農
地
に
隣
接
し
た
耕
作

放
棄
地
に
は
、
20
メ
ー
ト

ル
を
超
す
雑
木
が
生
い
茂
り
、

森
を
形
成
し
て
い
る
。
農
地
の

養
分
を
吸
い
あ
げ
、
日
光
を
遮

っ
て
い
る
。
幹
線
農
道
に
も
竹

や
、
大
き
な
雑
木
が
覆
い
か
ぶ

さ
り
、
軽
四
の
作
業
車
さ
え
、

通
行
が
難
し
い
、
こ
う
い
う
現

状
を
行
政
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。
現
状
の
ま
ま
放

置
し
て
耕
作
放
棄
地
を
増
や
す

の
か
。
現
地
を
調
査
し
、
地
区

の
意
見
も
聞
き
、
計
画
的
な
改

善
に
手
を
着
け
ら
れ
な
い
か
。

幹
線
農
道
の
竹
や
雑
木

の
処
理
は
、
基
本
的
に
は

個
人
の
財
産
な
の
で
、
雑
木
除

去
の
地
区
要
望
が
あ
っ
て
も
、

所
有
者
が
対
応
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
。
例
外
と
し
て

高
齢
者
や
町
外
者
で
、
対
応
で

き
な
い
所
は
、
所
有
者
の
了
解

を
得
て
、
役
場
で
対
応
し
て
い

る
。
耕
作
放
棄
地
も
、
同
様
の

考
え
と
な
る
。
畑
に
生
え
て
い

る
雑
木
は
、
所
有
者
に
対
応
し

て
頂
く
の
が
原
則
。
道
路
敷
地

内
の
雑
木
処
理
は
、
毎
年
、
予

算
を
確
保
し
、
順
次
実
施
し
て

い
る
。
範
囲
が
広
く
、
費
用
も

嵩
む
が
、
通
行
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
対
応
す
る
。

耕
作
放
棄
地
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
在
と

い
っ
た
要
因
か
ら
、
増
加
の
傾

向
に
あ
る
。
行
政
の
対
応
と
し

質

質

答 質

質 答

答質

答

土
居　

計
彦 

議
員



上島町議会だより　58号 10

て
、
毎
年
、
農
業
委
員
会
で
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
再

生
利
用
す
べ
き
と
判
断
さ
れ
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有

者
の
貸
し
出
し
希
望
が
あ
れ

ば
、担
い
手
に
集
積
す
る
よ
う
、

調
整
し
て
い
る
。
今
後
、
優
良

農
地
の
再
生
利
用
が
進
む
よ

う
、
耕
作
放
棄
地
対
策
を
進
め

る
。
国
が
推
進
し
て
い
る「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
耕
作
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
頂

く
予
定
を
し
て
い
る
の
で
、
協

力
を
お
願
い
す
る
。

毎
年
、
同
じ
よ
う
な
答

弁
だ
が
、
何
十
年
も
放
置

し
て
い
て
、
雑
木
が
茂
っ
て
い

る
よ
う
な
畑
は
、
持
ち
主
に
今

更
、
処
理
を
お
願
い
し
て
も
対

応
し
て
貰
え
な
い
の
が
現
実
。

結
果
、
隣
接
の
農
家
が
泣
い
て

い
る
。
農
業
委
員
会
の
意
見
の

内
容
は
分
か
ら
な
い
が
、
行
政

は
状
況
判
断
を
し
て
、
改
善
の

対
応
を
実
行
し
て
貰
い
た
い
。

一
般
質
問
に
対
す
る

理
事
者
答
弁
の

　

フ
ォ
ロ
ー
を
！

私
達
議
員
が
行
っ
た
一

般
質
問
へ
の
答
弁
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た

の
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
の
後
の
行
政
の
対
応
を

報
告
し
て
貰
い
た
い
。

平
成
28
年
６
月
の
「
溜
池
の

衛
生
管
理
」

上
弓
削
の
大
櫛
田
池
と

久
司
浦
池
に
つ
い
て
は
、

余
水
ば
け
の
改
良
・
水
抜
き
等

の
作
業
を
実
施
し
、
池
の
水
の

循
環
な
ど
を
図
っ
て
い
る
が
、
完

全
な
水
質
改
善
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
平
成
30
年
度
の
豪
雨
災

害
を
受
け
て
、
国
か
ら
農
業
用

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
老
朽
溜

池
廃
止
等
の
通
知
が
あ
り
、
町

内
の
防
災
重
点
溜
池
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。
令
和
2
年

度
に
、
防
災
重
点
溜
池
に
お
い

て
、
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成

し
、
溜
池
の
関
係
者
・
地
区
の

皆
さ
ん
と
危
険
な
溜
池
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

平
成
30
年
９
月
の
「
飲

料
水
確
保
の
た
め
の
貯
水

タ
ン
ク
の
建
設
」

ま
ず
来
年
度
、
貯
水
タ

ン
ク
１
基
40
ト
ン
の
設
置

を
当
初
予
算
に
計
上
す
る
。

令
和
元
年
６
月
の
「
防

災
計
画
は
地
域
と
と
も
に

策
定
し
見
直
す
」

令
和
元
年
７
月
に
意
向

調
査
を
実
施
、
８
月
に
は

「
防
災
意
見
交
換
会
」
を
実
施
、

９
月
に
は
「
自
主
防
災
組
織
活

性
化
支
援
事
業
」
の
募
集
を
行

っ
た
。
町
内
で
２
か
所
の
応
募

が
あ
り
、
現
在
も
各
地
区
で
検

討
が
続
い
て
い
る
。

来
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
意

見
交
換
会
の
結
果
を
受
け
て
、

地
域
で
訓
練
計
画
を
立
案
し
て

頂
く
よ
う
、
危
機
管
理
室
で
準

備
し
て
い
る
。

平
成
30
年
12
月
の
「
地

区
内
主
要
生
活
道
路
の
補

修
が
必
要
」

引
き
続
き
「
社
会
資
本

整
備
交
付
金
」
を
国
に
継

続
要
望
し
、
現
在
実
施
計
画
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
補

修
要
望
に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、結
果
を
踏
ま
え
、

補
修
個
所
を
精
査
し
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。

「
地
区
内
主
要
生
活
道

路
の
補
修
」
に
つ
い
て
は
、

要
望
す
る
と
、不
良
部
分
の「
パ

ッ
チ
あ
て
」
み
た
い
な
補
修
工

事
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
施
工
後
何
十

年
も
経
っ
て
い
て
、
表
面
が
ガ

タ
ガ
タ
に
な
っ
て
い
る
道
路

は
、
そ
の
道
路
の
終
点
ま
で
を

全
部
舗
装
す
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。
年
度
計
画
を
立
て
て
実

施
し
て
も
ら
い
た
い
。

濱
田　

高
嘉 

議
員

一
般
廃
棄
物
等
の

　

収
集
・
運
搬
並
び
に

処
理
業
務
に
つ
い
て

上
島
町
の
一
般
廃
棄
物

等
（
家
庭
ゴ
ミ
等
）
の
収

集
・
運
搬
並
び
に
処
理
業
務
を

行
っ
て
い
る
業
者
は
、
限
ら
れ
た

業
者
に
よ
っ
て
十
数
年
間
に
及
ぶ

随
意
契
約
（
入
札
を
行
わ
ず
、

町
が
任
意
で
相
手
方
と
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
）
の
下
で
業
務

委
託
が
な
さ
れ
、
民
意
を
無
視

し
た
行
政
運
営
の
も
と
に
長
期

間
、
同
一
業
者
に
一
般
廃
棄
物

等
の
取
扱
い
業
務
を
自
動
的
に

委
託
す
る
随
意
契
約
は
、
時
代

錯
誤
と
言
え
る
。
随
意
契
約
か

ら
入
札
方
式
等
に
変
更
し
、
契

約
内
容
の
適
正
化
に
よ
る
業
務

の
透
明
性
、
経
済
性
、
効
率
性

を
図
り
、
経
費
等
の
削
減
に
努

力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

地
元
雇
用
優
先
と
い
う

観
点
か
ら
一
般
廃
棄
物
等

の
収
集
・
運
搬
だ
け
で
な
く
、

ど
の
業
態
も
特
定
業
者
の
み
と

の
契
約
が
長
期
に
渡
っ
て
い
る

傾
向
が
多
く
あ
る
が
、
競
争
力

答答

答 質質

質

質

答

質

質

質

答

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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的
に
変
更
さ
れ
て
選
考
さ
れ
た

業
者
が
現
在
ま
で
12
年
間
も
随

意
契
約
の
下
で
業
務
委
託
さ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
か
、
ま
た
、
前
任
者
の
行

政
運
営
の
あ
り
様
を
変
え
る
の

が
町
長
の
責
任
で
な
い
の
か
。

指
摘
が
あ
っ
た
総
合
評

価
方
式
の
配
点
の
内
容
、

重
点
配
分
等
の
中
身
が
よ
く
見

え
な
い
部
分
が
多
々
あ
り
、
あ

ま
り
透
明
性
の
な
い
制
度
だ
と

思
っ
て
お
り
改
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
応
募
、
応
札

さ
れ
た
方
の
内
容
等
が
皆
さ
ん

に
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
制

度
に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
者
の

善
意
を
生
か
せ

上
島
町
で
は
、
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
思
う
方
々
や

上
島
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
が
誇
れ
る
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

事
業
区
分
の
特
定
非
営
利
活
動

向
上
、
適
正
化
と
い
う
面
か
ら

考
え
て
も
、
指
摘
の
通
り
か
と

思
う
。一
般
廃
棄
物
等
の
収
集
・

運
搬
業
務
に
お
い
て
も
透
明
性

を
確
保
し
、
分
か
り
や
す
い
方

式
に
シ
フ
ト
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
焼
却
な
ど
の
処
理
業
務

に
つ
い
て
は
、
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ

ー
ズ
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
岩

城
橋
開
通
を
見
越
し
た
次
の
ス

ッ
テ
プ
に
備
え
て
い
く
。

再
度
伺
い
ま
す
が
、
少

な
く
と
も
一
般
廃
棄
物
等

の
収
集
・
運
搬
業
務
だ
け
で
も

随
意
契
約
は
止
め
、
入
札
方
式

に
変
え
る
べ
き
で
す
。

随
意
契
約
は
、
も
う
考

え
て
い
な
い
。
関
係
者
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
基
本
的

に
は
、
競
争
入
札
の
形
で
や
る

の
が
一
番
適
正
な
や
り
方
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

平
成
20
年
度
に
塵
芥
収

集
運
搬
処
理
業
務
委
託
す

る
業
者
が
公
募
さ
れ
、
平
成
27

年
４
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
同

一
業
者
３
社
が
選
定
さ
れ
、
令

和
２
年
３
月
ま
で
の
５
年
間
随

意
契
約
の
下
で
業
務
委
託
が
継

続
し
て
い
る
。
業
者
に
よ
れ

ば
、
平
成
20
年
か
平
成
27
年
だ

っ
た
か
、
９
社
が
町
に
見
積
額

を
提
出
し
、
最
安
値
の
業
者
に

指
名
さ
れ
る
は
ず
が
、数
日
後
、

見
積
額
で
の
選
考
は
止
め
て
、

１
０
０
点
満
点
の
評
価
点
で
選

考
す
る
と
い
う
選
考
基
準
（
前

提
条
件
）
の
変
更
が
突
然
行
わ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
委
託
先
業

者
が
決
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
が

承
知
し
て
い
る
か
。

弓
削
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
平
成
20
年
に
完
成
し

た
時
に
入
札
で
は
な
く
公
募
を

か
け
て
業
者
を
選
定
し
て
い

る
。
平
成
27
年
の
時
は
、
入
札

を
行
っ
て
い
な
い
。
深
刻
な
問

題
と
受
け
止
め
事
実
で
あ
る
か

ど
う
か
、
早
急
に
調
査
す
る
。

会
期
末
の
今
月
23
日
ま

で
に
事
実
関
係
を
調
査
し

て
報
告
を
願
い
ま
す
。
本
日
の

質
問
の
主
旨
は
、「
業
者
を
替

え
て
く
れ
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
随
意
契
約
を
止
め

て
、
通
常
の
入
札
制
度
の
下
で

公
明
正
大
に
業
者
選
定
を
行
う

よ
う
取
組
ん
で
頂
き
た
い
。

12
月
11
日
の
質
問
で
平

成
27
年
度
入
札
に
つ
い
て

言
及
が
あ
っ
た
が
、
入
札
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
度

に
弓
削
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完

成
に
伴
い
業
者
の
公
募
を
し
た

結
果
、
弓
削
地
区
１
社
、
生
名

地
区
５
社
、
岩
城
地
区
３
社
の

応
募
が
あ
り
、
選
考
は
、
資
格

条
件
及
び
見
積
額
等
を
総
合
的

に
判
断
し
て
行
っ
た
が
、
行
政

側
の
決
定
す
る一
連
の
手
続
き
に

疑
義
が
生
じ
た
た
め
、
各
地
区

の
業
者
決
定
通
知
の
取
消
と
再

選
考
に
つい
て
全
応
募
者
に
通
知

し
、
改
め
て
総
合
評
価
方
式
に

よ
る
選
考
を
行
い
、
決
ま
っ
た

業
者
は
ご
案
内
の
通
り
で
す
。

平
成
20
年
度
に
実
施
し

た
公
募
は
、結
果
的
に
は
、

形
だ
け
の
ア
リ
バ
イ
作
り
で
お

わ
り
、
見
積
額
等
で
選
考
後
、

町
側
の
都
合
で
突
然
選
考
基
準

が
総
合
評
価
方
式
（
１
０
０
点

満
点
の
評
価
点
方
式
）
に
一
方

質

質 答

質

答

答

答

質 質答

寺
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滿
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議
員
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＊
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＊
＊
＊
＊

法
人
14
団
体
中
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
関
連
10
団
体
を

認
定
し
て
い
る
が
、
主
た
る
事

務
所
が
な
い
。
国
際
的
人
材
を

育
て
る
た
め
２
０
２
０
年
開
校

予
定
の
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
を
豊

島
に
設
立
す
る
計
画
、
芸
術
活

動
を
活
か
す
豊
島
に
し
て
い
く

と
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を

支
援
し
た
が
、
そ
の
後
、
町
へ

の
報
告
は
？

町
内
に
主
た
る
事
務
所

を
置
く
非
営
利
活
動
法
人

に
つ
い
て
総
務
課
と
し
て
疑
義

が
あ
り
団
体
に
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、協
議
を
行
い
つ
つ
、

認
定
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
設
立
は
、
団
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大
西　

幸
江 

議
員

檜
垣　

一
成 

議
員

岩
城
橋
完
成
に
伴
う

　
　

関
連
事
業
の

計
画
に
つ
い
て

岩
城
橋
完
成
後
に
は
、

交
通
量
も
多
く
な
り
、
フ

ェ
リ
ー
の
発
着
場
周
辺
で
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
で
も

因
島
側
で
は
、
年
末
年
始
、
土

日
等
は
車
の
台
数
も
多
く
、
待

機
レ
ー
ン
の
施
設
が
急
務
で
あ

る
。土
地
の
買
収
問
題
も
含
め
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

当
該
事
業
の
交
渉
対
象

者
は
６
名
お
り
、
現
在
、

地
権
者
の
対
象
者
全
員
か
ら
、

本
事
業
へ
の
理
解
を
得
、
用
地

買
収
等
の
交
渉
を
進
め
て
い
る

が
、
本
事
業
は
、
地
権
者
の
住

居
・
店
舗
の
移
転
も
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
に
よ
り
異
な
る
為
、
一

度
に
契
約
し
て
、
建
物
を
解
体

後
、
す
ぐ
に
待
機
レ
ー
ン
整
備

工
事
を
開
始
で
き
な
い
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。

元
年
度
は
、
物
件
移
転
補
償

者
１
件
と
の
契
約
を
締
結
し
、

11
月
に
物
件
移
転
が
完
了
し

た
。
本
事
業
は
、
令
和
３
年
度

の
岩
城
橋
開
通
ま
で
の
整
備
工

事
完
成
を
目
指
し
て
、
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

道
路
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
幹
線
道
路
以
外
の

狭
い
道
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
く
計
画
な
の
か
。

公
共
事
業
で
道
路
改
良

を
実
施
す
る
場
合
、
補
助

採
択
要
件
は
、
道
路
構
造
令
に

基
づ
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、

現
在
、
各
地
区
か
ら
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
「
生
活
道
路
」
の

道
路
改
良
は
、
こ
の
採
択
要
件

に
該
当
し
な
い
た
め
、
町
単
独

事
業
で
実
施
し
て
い
る
。
緊
急

度
等
を
勘
案
し
な
が
ら
毎
年
２

～
３
路
線
の
部
分
拡
幅
、
路
肩

補
強
、
水
路
補
修
等
の
改
良
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
も
、

地
区
要
望
個
所
を
主
に
、
通
行

の
安
全
と
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
道
路
維
持
工
事
を
実
施
し

て
い
く
。自

転
車
の
マ
ナ
ー
の
悪

さ
も
多
く
み
ら
れ
、
島
外

か
ら
の
来
客
に
対
し
、
看
板
等

の
設
置
も
含
め
、
指
導
を
徹
底

す
る
よ
う
指
示
し
て
欲
し
い
。

岩
城
橋
完
成
に
よ
り
、

ゆ
め
し
ま
海
道
全
線
が
開

通
す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
町

で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も

兼
ね
た
誘
導
看
板
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
２
年

か
け
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

の
案
内
看
板
を
設
置
す
る
。

な
お
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
活

用
し
た
啓
発
活
動
も
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
自
動
車
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
は
、
自
転
車
の
側
方

通
過
時
は
、
安
全
な
間
隔
の
保

持
ま
た
は
徐
行
を
促
す
「
思
い

や
り
1.5
ｍ
運
動
」
の
周
知
に
よ

る
「
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ロ
ー
ド
」

の
精
神
の
普
及
・
啓
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
主
要
港
で
の

混
雑
解
消
等
も
含
め
、
安
心
安

全
で
か
つ
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
促
す
環
境
整
備
に
注
力
し

て
い
く
。自

転
車
観
光
客
も
、
以

前
よ
り
相
当
数
増
え
て
い

る
為
、
安
全
対
策
に
も
配
慮
し

て
、
看
板
等
の
設
置
を
早
急
に

進
め
て
ほ
し
い
。

看
板
に
つ
い
て
は
、特
に

ス
ピ
ー
ド
が
出
る
、
交
通

事
故
に
繋
が
り
や
す
い
、
危
険

場
所
等
に
、
十
分
に
協
議
し
て

設
置
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

女
性
登
用
を
促
進
せ
よ

上
島
町
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
、
上
島
町
特
定

事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、

ど
の
よ
う
な
方
針
で
女
性
登
用

を
進
め
て
き
た
の
か
、
ま
た
今

後
の
目
標
は
ど
こ
に
置
い
て
い

る
の
か
。職

員
採
用
と
管
理
職
へ

の
登
用
は
、
成
績
・
能
力

主
義
で
進
め
て
い
る
。
女
性
が

活
躍
さ
れ
る
環
境
を
整
え
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
国

が
設
定
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

数
値
目
標
に
近
づ
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
と
考
え
て
い
る
。
上

島
町
と
し
て
の
数
値
目
標
が
先

行
し
て
は
困
る
。
精
神
風
土
と

意
識
改
革
、
そ
し
て
女
性
を
支

答 答質

答

答

答

質

質

質

質

体
の
財
務
状
況
に
よ
り
若
干

計
画
の
ペ
ー
ス
が
遅
れ
て
事

実
上
凍
結
と
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
文
面
を
見
た
。
総
務
課

が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
財
務
状

況
で
遅
れ
て
い
る
が
、
資
金
調

達
が
出
来
次
第
、
進
め
る
方
向

で
あ
る
事
を
聞
い
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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危
機
管
理
に
つ
い
て

昨
年
の
８
月
臨
時
議
会

の
豪
雨
災
害
へ
の
質
問
に

対
し
て
、
町
長
は
「
今
回
の
反

省
点
や
修
正
す
べ
き
点
は
上
島

町
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
て

い
く
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
議
会
へ
の
正
式
な
提

示
が
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
か
ら

の
反
省
点
や
意
見
は
、
ど
の
よ

う
に
組
み
込
ま
れ
た
の
か
。

平
成
30
年
11
月
に
土
砂

災
害
危
険
箇
所
の
見
直
し

を
行
い
、令
和
元
年
７
月
に「
防

災
組
織
及
び
編
成
」に
つ
い
て
、

見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。
修

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
計
画
的

に
行
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

前
田　

省
二 

議
員

正
し
た
上
島
町
地
域
防
災
計
画

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
随
時
更

新
し
た
う
え
で
、
掲
載
し
て
い

る
。

公
共
施
設
の
管
理
と

監
督
に
つ
い
て

今
年
度
の
公
共
施
設
管

理
業
務
の
草
刈
り
等
委
託

業
務
は
、「
町
道
」「
農
林
道
」

「
公
園
な
ど
」
と
３
部
門
に
分

け
て
発
注
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
委
託
業
務
を
場
所
別
の
単

体
契
約
と
せ
ず
、
総
合
の
年
間

契
約
と
し
た
利
点
と
目
的
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
業
務
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
じ
て
草
刈

り
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
効
果

を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
継

続
し
た
維
持
管
理
が
可
能
で
は

な
い
か
と
判
断
し
て
、
平
成
19

年
度
か
ら
総
合
の
年
間
契
約
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
当
該
業

務
に
つ
い
て
は
、
作
業
実
績
報

告
書
、
実
施
前
・
実
施
後
の
写

真
等
を
基
に
実
施
状
況
の
検
査

を
行
い
、
草
刈
り
等
が
不
十
分

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

再
度
、
作
業
の
や
り
直
し
を
指

示
す
る
。

情
報
公
開
に
つ
い
て

本
年
10
月
の
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
フ
ェ
ス
パ
へ

の
補
助
金
１
，
５
０
０
万
円
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
赤
字
の
総

額
は
、
７
，
５
０
０
万
円
、
借

入
金
も
５
，
０
０
０
万
円
を
残

し
た
ま
ま
で
す
。
こ
の
現
状
の

中
、
お
金
の
流
れ
、
経
費
に
つ

い
て
住
民
か
ら
公
文
書
公
開
請

求
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
回

答
に
不
服
が
あ
る
た
め
審
査
請

求
書
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し

町
側
の
審
査
委
員
会
が
開
催
さ

れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
、
情
報
公

開
を
し
な
い
の
か
。

仕
入
れ
に
関
わ
る
詳
細

資
料
の
情
報
公
開
に
つ
い

て
は
、開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

法
人
の
競
争
上
又
は
事
業
運
営

上
の
地
位
そ
の
他
利
益
を
害
す

る
事
と
判
断
し
、
公
開
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
情
報
公
開
法
に

基
づ
く
処
分
に
係
る
基
準
に
お

い
て
も
、事
業
者
の
仕
入
原
価
、

取
引
先
名
等
は
事
業
者
の
秘
密

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
不
開

示
事
由
に
該
当
す
る
可
能
性
が

あ
る
情
報
と
な
る
旨
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

質

質

質

答

答

答

答

子
育
て
支
援
の
事
業
見
直
し

町
の
政
策
と
し
て
生
名

フ
ェ
リ
ー
の
高
齢
者
運
賃

補
助
が
あ
り
、
高
齢
者
福
祉
も

重
要
で
あ
る
が
、
上
島
町
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
政
策
と
し

て
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
も

必
要
と
考
え
る
。
住
民
の
意
見

と
し
て
、
高
齢
者
よ
り
も
子
育

て
世
代
の
若
者
層
の
方
が
出
費

も
多
く
、
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
く
。

島
に
暮
ら
す
若
者
の
流
出
を

林　
　

康
彦 

議
員

質

抑
え
る
た
め
に
早
急
に
対
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
事
業
の
見
直
し
、
追
加
支

援
等
、
少
子
化
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

９
月
定
例
会
で
「
現
在

実
施
し
て
い
る
、
定
住
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
年
間

の
実
績
で
は
、
出
生
数
の
減
少

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か

っ
た
為
、
新
た
な
子
育
て
支
援

に
向
け
た
取
り
組
み
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
が
、

上
島
町
子
ど
も
子
育
て
会
議
に

も
諮
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
事
業

と
し
て
は
、
広
く
子
育
て
世
代

へ
の
経
済
的
支
援
を
行
う
考
え

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
助
成
を
担
当
課
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
は
、
上
島
町
第

２
次
総
合
計
画
に
も
あ
る
よ
う

に
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な

が
る
子
育
て
世
代
の
定
着
が
不

可
欠
。
子
育
て
世
代
の
親
達
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
地
域
全
体
で
つ
く
る
に
は
、

子
供
た
ち
に
対
す
る
支
援
と
保
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護
者
の
子
育
て
環
境
改
善
を
、

町
全
体
で
行
う
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

随
意
契
約
の
見
直
し
を

本
来
、
随
意
契
約
と

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
競
争
入
札
に
よ
ら
ず
に

任
意
で
決
定
し
た
相
手
と
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
、
及
び
締
結

し
た
契
約
を
言
い
ま
す
。
随
意

契
約
が
認
め
ら
れ
る
理
由
と
し

て
、「
契
約
の
性
質
又
は
目
的

が
競
争
を
許
さ
な
い
場
合
」
と

あ
り
、
例
と
し
て
は
、
緊
急
随

契
、
災
害
が
起
き
た
場
合
の
緊

急
随
契
、
そ
し
て
競
争
に
付
す

こ
と
が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
そ
し
て
、
少
額
随
契
、
上

島
町
に
お
い
て
は
１
３
０
万
円

で
あ
り
、
今
現
在
の
随
意
契
金

額
は
少
額
と
は
言
え
ず
、
契
約

期
間
も
３
～
５
年
で
あ
り
、
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ゴ
ミ
の
収
集
で
は

パ
ッ
カ
ー
車
等
の
車
両
を
町
が

購
入
し
、
貸
与
し
て
参
入
条
件

を
下
げ
、
一
般
競
争
入
札
に
す

る
か
、
職
員
の
異
動
等
で
直
営

と
す
る
等
、
色
々
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
随
意

契
約
全
般
の
見
直
し
を
す
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
。

契
約
、
入
札
等
を
適
正

に
行
っ
て
い
く
。
指
摘
の

随
意
契
約
に
つ
い
て
も
金
額
の

大
き
い
部
分
と
か
、
透
明
性
、

公
平
性
を
高
め
て
や
っ
て
行

く
。随

意
契
約
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
施
行
例
第
１
６
７
条

２
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
該
当
す
る
案
件
に
つ
い
て

は
、
上
島
町
随
意
契
約
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
る
。
長
期
継
続
契
約
に
つ
い

て
も
、
上
島
町
長
期
継
続
契
約

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。
特
殊
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
致
し
方
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
業
務
の
内
容
等
も

年
々
変
化
し
て
い
く
の
で
、
出

来
る
限
り
長
期
継
続
契
約
は
見

直
す
べ
き
。
随
意
契
約
に
つ
い

て
も
適
切
な
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
。

質

答

「塵芥収集運搬処理業務」委託料一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税率８％）　（単位：万円）

業　　務　　名 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度

弓削地区塵芥収集運搬処理業務 3,697 3,918 3,928 4,010 4,088 4,014 4,497 4,641 5,118 5,189 5,319 5,258

生名地区塵芥収集運搬処理業務 1,031 1,022 1,012   921   900   997 1,162 1,310 1,392 1,400 1,452 1,430

岩城地区塵芥収集運搬処理業務 1,047 1,027 1,015 1,009 1,000 1,082 1,298 1,324 1,593 1,665 1,656 1,815

「浄化センター及び関連施設維持管理業務」委託料一覧表
【公共下水道】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（消費税率８％）（単位：万円）

業　　務　　名 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度

弓削浄化センター及び
関連施設維持管理 1,921 1,921 1,896 2,021 2,047 2,026 2,592 2,646 2,700 2,710 2,862 2,915

生名浄化センター及び
関連施設維持管理   388   430   446   519   523   537   626   626   626   626   669   682

岩城浄化センター及び
関連施設維持管理   354   354   345   425   446   446   518   537   537   537   507   517

【農業集落排水】

佐島浄化センター及び
関連施設維持管理   262   262   257   257   262   262   334   334   367   367   280   286

西部浄化センター及び
関連施設維持管理   220   220   220   220   220   220   237   237   237   237   216   231

小漕浄化センター及び
関連施設維持管理   220   220   220   220   220   220   237   237   237   237   324   295

長江浄化センター及び
関連施設維持管理   147   147   147   147   147   147   162   162   162   162   237   228
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研 修 報 告
『地方議会と地方議員のミッションは何か』

報告者　池本　光章

滋賀県大津市の全国市町村国際文化研究所において開催された市町村議会議員特別セミナ
ーに出席、２日間にわたり「地方財政の現状と課題」「自治・分権の志はどこへいったのか」

「最新技術で変わる地域と自治体の未来」「2040年に向けた自治体の課題と展望」以上、４名
の講師による課題について研修を受けてまいりました。

ここでは、その中の「自治・分権の志はどこへいったのか」という演題について触れたい
と思います。元読売新聞東京本社編集委員の青山彰久氏による講演で、内容は「2000年分権
改革から20年、人口減の危機をあおることに終始し、次の時代の都市と農山漁村の関係、地
域と自治体のかたちをめぐる議論が漂流しているのではないか」という問題提起に始まり「住
み心地よき地域をつくる５つの柱」の提唱をするものでした。

住み心地よき地域をつくる５つの柱とは
〇共同体の価値（人とのつながり）を大切にする
〇地域の需要と地域の資源を元に地域の中でお金が回る仕事を住民の参加で増やす
〇暮らしに必要な公共サービス（教育・老人介護など）の政策立案と供給を住民参加で充実

させる
〇歴史を大切にし、美しい景観をつくり、子供たちの教育を大切に、住民の文化活動を深め

る
〇農山村を維持し、都市の文化を豊かにし、都市・農村の連帯で環境と生活文化を大切にす

る
ということであり、この実現には強力な「地域の力」が不可欠でそれは３つの要素からなり、
第１は「共生する力」（共に生きていこうとする力）、第２に「参加する力」（問題の解決に
向けて傍観者とならず参加する力）、第３に「帰属する力」（自分の住んでいる地域に帰属し
ようとする力）、がどれだけ強いか、この要素の強さが地方創生のカギだということでした。

そこで地方議会と地方議員のミッションは何か考えてみると
　地方議会のミッションは何か。（１）地域の政治的な争点や地域の政策情報を集約して住
民に公開する、（２）首長と行政機関を監視する、（３）議員を政治家として訓練する、とい
う役割がある。その結果、地方議員に期待されている役割は、（１）住民の生活実態と生活
感覚を基に、（２）「役所文化で見失われがちな感性」「ひたむきに生きる地域や人々の生活
の知恵」に加えて「専門的な技術と技能」を備えて、（３）地域を全体として展望しながら
地域を政治的に統合する「地域づくりの専門家」、なのだろう、ということでした。

いまさらながら身に突き刺さるおもいでの研修となりました。初心忘るべからず、臥薪嘗
胆の思いで頑張ります。
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「議会だより」では、より良い上島町
にするために町民の皆様の声を募集して
おります。身近で起こった出来事、議会
について思っていること、ご希望・ご要
望など何でも結構です。

ぜひ、議会広報委員会宛にお送りくだ
さい。

〈応募要件〉
内容には制限はありません。紙面の都

合上500字程度にお願いします。
必ず原稿もしくは電子メールにてご応

募ください。
住所・氏名は明記してお願いします。

匿名はお受けできませんので、ご了承く
ださい。

〈送り先〉
〒794－2592
越智郡上島町弓削下弓削210番地
上島町議会事務局「議会広報委員会」宛
ＴＥＬ 0897－77－2500
ＦＡＸ 0897－77－4011
E-mail : gikai@town.kamijima.ehime.jp
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